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第 14 回廿日市市産業振興審議会 議事録

日 時：令和 5年 10月 5日（木）
10：30～12：00

場 所：廿日市市役所 3階 政策審議室

出席者

（委員）

・県立広島大学 地域基盤研究機構長 地域連携センター長 上水流会長

・広島修道大学商学部 教授 川原副会長

・廿日市商工会議所 会頭 澁谷委員

・佐伯商工会 会長 武田委員

・大野町商工会 会長 山田委員

・宮島町商工会 会長 松本委員

・ひろしま農業協同組合 佐伯中央地域本部 常務理事 西本委員

・一般社団法人はつかいち観光協会 代表理事会長 塩田委員

・廿日市金融懇談会 幹事支店長 塚田委員

・中国経済産業局 総務企画部 参事官 高橋委員

・広島県商工労働局産業創出担当部長 空田委員

・廿日市市 副市長 堀野委員

※広島工業大学 副学長 林委員及び一般社団法人宮島観光協会 会長 中村委員の

2名は欠席

（事務局）

・産業部長

・産業部 産業振興課長

・産業部 農林水産課長

・産業部 観光課 観光振興係長

・産業部 産業振興課 産業企画係 係長

・産業部 産業振興課 誘致係 係長

１ 開会

開会あいさつ（上水流会長）

・皆様、おはようございます。本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとう

ございます。本日は 1時間半と限られた時間でありますが、皆様から忌憚のないご意
見を頂戴したいと思っております。どうぞよろしくお願いいたします。

２ 委員紹介

委員紹介（事務局：産業振興課産業企画係長）
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３ 議題

廿日市市産業振興ビジョン（後期期間）の進捗状況について

配付資料

①廿日市市産業振興ビジョン（後期期間）戦術別進捗管理表

②廿日市市産業振興ビジョン成果指標（後期期間）／重要業績評価（KPI）一覧表
（参考）廿日市市産業振興ビジョン後期計画 骨子

上水流会長

・それでは早速議題に入りたいと思います。「廿日市市産業振興ビジョン後期期間」の

進捗状況について、上半期の取組についてご説明いただき、審議していきたいと思い

ます。順番として戦略 1から戦略 7までありますが、資料の右上に記載してある戦略
毎に議論をしてまいります。産業振興ビジョンの体系に沿って、戦略 1、戦略 6、戦
略 7、戦略 5の順番で進め、その後、戦略 2、3、4の順番で説明をしていきたいと思
います。

・まず戦略 1に関して事務局から説明をお願いいたします。

戦略１

事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・それでは、具体的な取組内容について、抜粋して説明します。お手元の A3資料の 1
ページを御覧ください。

【戦略 1－戦術 1：産業人材の育成、確保、誘致】
・IT技術者の地元雇用を図るため、本庁舎 7階にオフィスがある、凸版印刷株式会社
が、8月下旬から 9月中旬にかけて、本市の主要産業である木材関連産業のデジタル
化を題材としてインターンシップを開催し、12名の学生が参加しております。
・中高大学生に対し、地元就職への意識付けとともにワークライフバランスに関する意

識向上を図るため、市内企業 10者を紹介するパンフレットを製作しています。
・廿日市商工会議所では、インターンシップ市場の拡充に伴い、地元中小企業も制度を

活用できるよう支援事業を実施し、7社が参画しました。また、ビジネススキルアッ
プを図るため、商工保健会館 1階にパソコン教室を開設されております。
・市内産の農産物を学生、子どもたちに知ってもらうため、ほうれん草などを広島工業

大学の学食で使用、福山大学ではルバーブとイチゴを使った商品開発を実施、佐伯の

長なすをつかった事業を小学校で行う、広島サーモン及びニジマスを市内小中学校の

給食として利用していただくなどしました。

【戦略 1－戦術 2 多様な働き方の実現と就職支援の強化】

・廿日市商工会議所では、多様な働き方などの啓発を図るためこれからの人材確保・定
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着率アップのポイントセミナー、データで見る採用の最新トレンドセミナーを開催さ

れました。

・観光産業の生産性向上を目的とした補助金の説明会を実施しました。

・急激な観光客の回復で人材確保に苦慮している宮島近郊の観光業を対象とした、就職

ガイダンスをハローワークと連携して 10月 31日に開催予定です。

【戦略 1－戦術 3：創業の支援】
・新型コロナ実行委員会では、新たに創業支援補助金を創設し、第 1次募集は 8者の応
募から 4者を採択しております。応募の 8者中 6者は大野町商工会です。二次募集
は 9月末を申込み期限としておりましたが、13者から応募がありまして、これから
審査をいたします。

・また、宮島町商工会からは、新店舗開業が 3件ほどあり、空き物件の問い合わせが多
いとの情報でございます。

【戦略 1－戦術 4：事業承継、第 2創業の支援】
・広島県事業承継・引継ぎ支援センターと連携し、無料の個別相談会を開催しています。

【戦略 1－戦術 5：商店街等のリーダーの育成と多様なプレーヤーの呼び込み】
・けん玉商店街・本通り商店街の活性化に向け、コミュニティハブの具現化を図るため、

国から派遣の専門家を交え、昨年に引き続きワークショップを開催しております。

・佐伯商工会では、空き家バンクを活用し、創業者や移転者の新店舗の確保を１件ずつ

行われました。また、若手経営者や後継者の支援として岐阜県郡上八幡などの先進地

の視察に行かれております。

上水流会長

・ありがとうございました。戦略 1の部分をお話しいただきました。
・それではこの件に関しまして、皆様の方からご意見やご質問があればお願いいたしま

す。いかがでしょうか。

武田委員

・空き家バンクを活用した場合に補助金が出ているのですが、補助金がこのたび全部使

われました。まだ申し込みが大変多くなっているので、また来年からは金額を上げて

いただけるといいなと思っております。多分 500～600万円くらいかなと思うのです
が、それが 8月頃にはもうなくなったということです。よろしくお願いします。

上水流会長

・この件に関しまして、事務局の方からありましたらお願いいたします。

事務局：産業振興課長
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・今のお話は、具体的には私どもの住宅政策課が担当しております。今の話をよく伝え

て、改めてご報告いたします。よろしくお願いします。

上水流会長

・はい、ありがとうございます。他にいかがでしょうか。このなかで、廿日市商工会議

所関係のものも結構あったかなと思います。現場の実感として何かおっしゃりたいこ

とがありましたらお願いしたいのですが、いかがでしょうか。

澁谷委員

・書いてあるとおりで、特別にということは今のところございません。

上水流会長

・そうですか、ありがとうございます。

・この部分で今の説明からは少し離れるかもしれませんが、上半期の課題に佐伯商工会、

宮島町商工会のところに、課題の方で人手不足が続いているということ等も書いてあ

ります。この辺りについては、上半期の課題として出しているのですけれども、何か

付け加えることや、加えておっしゃりたいようなことがございますか。武田委員から

は、先ほどお話がありましたが、いかがですか。

武田委員

・人口減少という中で、どうしても仕事をする担い手がいないというかなかで、空き家

バンクなどで、とにかく移住していただくということでお願いしているのですよ。

上水流会長

・なるほど。移住していただいて働いてもらうというような。

武田委員

・そうです。商工会青年部ですが、8事業者ぐらいの若者が加工品等の開発を行いまし
て、9月 1日から 3日まで東京ビッグサイトの展示会に出展しました。そういうこと
でにぎわうのですが、これがいいからといって大量注文されると、個人企業などが困

るということがあるのです。

上水流会長

・ここは若者とか女性とか、子育て世代、シニアの方とか、そういう人の発掘というの

もあるのですが、なかなか就労までには至っていないというところなのですね。分か

りました。ありがとうございます。松本委員、宮島町商工会の方はいかがですか。

松本委員

・宮島の方でも人手不足であり、商店街のほかホテルなどは厳しいと思います。部屋も
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80％しか売れない状況が続いていると聞いております。ですから今度、ハローワーク
さんと一緒に 16社くらいが集まって就職ガイダンスをして、説明会をして少しでも
宮島に来ていただけるように、就職にむけて、ちょっとでも宮島を宣伝してお店の状

態を子どもたちに伝えるような方法ですね。そうしていけば、宮島の魅力をよく解っ

ていただけるのではないかと思い、少しずつ進めていきたいと思っています。

上水流委員

・分かりました。ありがとうございます。皆さまご存知のように人手不足というのがあ

るのですが、もしその辺について事務局の方で、何か後半に向けてということがあり

ましたらお話いただきたいですが、いかがでしょうか。

事務局：産業振興課長

・今も話がありましたけれども、コロナが 5類に移行して以降、観光客を中心としてど
んどん人が本市に来ているという状況の中で、特に観光業、宿泊業の方で人手不足が

大変だという声を聞いております。まずは観光業を中心に就職ガイダンスを開催する

こととしています。また他の分野に関しても、今後様子を見ながらどういったことが

できるかハローワークさんと協議しながら検討していきたいと思います。

上水流会長

・ありがとうございました。他に委員の方、いかがでしょうか。では、塚田委員お願い

いたします。

塚田委員

・人手不足というところで全ての業種に当てはまるとは思わないのですけれども、外国

人労働者の方の斡旋のコンサルなどもございます。また高校生の新卒ですね。こう

いった部分をコンサルする会社もございますので、そういった機会もぜひご協力して

いただければと思いますので、よろしくお願いいたします。

上水流会長

・はい、ありがとうございます。戦略 1について、よろしいでしょうか。もともとの意
図として若者とか外国人等の就労ニーズを把握していくというのがありますので、ま

たそういう方面でも積極的な活動をお願いできればと思います。ありがとうございま

した。

戦略６

上水流会長

・それでは続いて、戦略 6について、よろしくお願いいたします。
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事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・それでは、お手元の資料 12ページを御覧ください。

【戦略 6－戦術 20：市内企業の留置・市外企業の誘致】
・昨年は仮称二重原地区産業団地と紹介していましたが、未来物流産業団地という名称

になりました。こちらにつきましては、市内外の事業者へのアンケートや訪問調査な

どを実施しているところです。

・また、観光交流エリアである Aエリアについて、土地区画整理組合と業務代行者であ
る西松建設等と 7月 22日に観光交流エリア構想を公表しております。9月 21日には
「観光交流エリアまちづくり協議会」の設立総会が開催されました。工業系エリアで

ある Bエリアにつきましては、立地予定企業と立地協定の締結を進めているところ
です。

・7月 22日に公表しました観光交流エリアの構想や、9月 21日に設立された「観光交
流エリアまちづくり協議会」については、別紙を御覧いただき説明したいと思います。

・改めての説明になりますが、新機能都市開発事業は、第 6次廿日市市総合計画におい
て、都市の発展を牽引する活力創出地区として位置づけられています。ピンクで着色

している観光交流エリア（Aエリア）、水色で着色している工業施設エリア（Bエリ
ア）、緑色で着色しているのが多目的エリアで構成されます。

・事業手法につきましては、民間事業による組合施工の土地区画整備事業として実施し

ております。なお、本年 5月より造成工事に着手しており、現在は森林の伐採作業を
進めており、西広島バイパスからもその様子ははっきりと見て取れる状況です。

・観光交流エリアの敷地面積は約 38,800坪、12.8ヘクタールあり、施設は店舗約 40
店舗、ホテル約 200室、駐車場約 1,900台との構想になっています。絵の左からホテ
ル、温浴施設と続き、酒造エリアの右側から順に食物販エリア、体験型エリア、マル

シェ・レストランエリア、スイーツエリアが配置されています。廿日市市を中心とし

た周辺地域の食材や産品を集めることにより、ここだけしか体験することができない

施設となり、全国から多くの人を集めることもできるコンテンツになり得ると考えて

おります。なお、本構想については現在見直しを図っており、今後さらにブラッシュ

アップされていく予定です。

・今回公表した観光交流エリアのモデルとなっている、三重県多気町にあるヴィソンと

いうリゾート施設の特徴としては、全国で有数のシェフがプロジェクトに関わってい

る点です。彼らのように、知名度のあるシェフらが集い、プロデュースした食や地元

のこだわりを持った職人や生産者をメインとする大規模な施設は他になく、唯一無二

のものとなっています。

・観光交流エリアの作り込みにつきましては、アクアイグニスと西松建設を中心として、

地元企業が一丸となって進めていきます。ここでは本事業に関する関心意向を表明さ

れている企業を記載しております。関心表明企業を中心に結成された観光交流エリア

まちづくり協議会では、アクアイグニスと西松建設が事業構想計画案を立案し、関係
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事業者が意見交換を行うことで、様々なアイデアを事業計画の中に取り入れていくこ

ととされております。本市も広域的なまちづくり拠点形成の推進などを図るため、特

別会員として参画しているほか、本日ご出席の商工団体や観光協会の皆様にも参助会

員としてご参画いただいております。

・観光交流エリアにおいて重要なことは域外から流入する巨大な消費効果を、いかに本

市内の経済循環につなげていくかだと考えております。そのためには、より多くの市

内事業者が観光交流エリアの事業に関わることが重要だと考えております。そのため

に必要なことを市内事業者様や支援機関、業界団体の皆様とも連携しながら今後検討

を進めていきたいと考えております。

上水流会長

・はい、ご説明ありがとうございました。この件に関しましてご意見、ご質問ございま

すでしょうか。

澁谷委員

・実は昨日、一昨日と三重県のヴィソンへ行ってまいりました。そして内容視察をさせ

ていただきました。100ヘクタールあってとっても広くて、あまりにも広すぎて難し
いなというのを感じました。今回（廿日市市での計画では）12ヘクタールです。ぎゅっ
と凝縮されていいんじゃないかな、と反対に思いました。あまりにも広すぎて、私は

年寄りの部類なのですけれど歩くだけでも大変でした。そういう意味ではいいなと思

うのですが、一点ちょっと質問です。このエリアに対して、車で行くようになってい

ると思うのですが、公共交通機関のようなものは考えておられますか。いかがでしょ

うか。

事務局：産業振興課長

・まだ交通に関しては、具体的な議論にはなっていないのですが、説明にありました協

議会の方に広島電鉄さん、JRさんが入っていただいていますので、そういった議論
をこれからやっていこうと思っています。

澁谷委員

・はい、わかりました。ご質問した理由は、交通安全協会もやっておりますので、飲食

施設があるとお酒を飲んで車で帰るというわけにはいかないので、交通機関があった

らやはり地元の方も来やすいのではないかなと思います。実は三重県のヴィソンはも

のすごく市街地から離れていて、車でないととっても行けないようなところです。こ

こはそういう意味では市街地に近いので、地元のニーズも掘り起こせるんじゃないか

な、という感じがいたしました。

上水流会長

・ありがとうございました。他にいかがでしょうか。
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・この件に関しましては、実は観光ゾーンの計画規模が大きく、まず交通手段の確保と

いうのは出ましたけれども、大野町商工会の方から宮島宮浜温泉への影響などが懸念

されるという一文があるのですけれど、大野町商工会の山田委員、いかがでしょうか。

山田委員

・実はこの前の会議に参加して、スケールは違いますけれども、やはり一番近いのは環

境的には宮浜温泉ではないかと思うのですね。いずれにしても宮浜温泉の経営者に副

会長がおりますので、今の協議会あたりに覗いていただいて、今後の対策もずっと

練っていくと思うんです。いずれにしてもスケールが全然違いますので、宮島は別で

しょうが、やはり宮浜温泉あたりがきついかな、という状況で、今、みんなで話をし

ているところです。

上水流会長

・ありがとうございます。今、その懸念を出していただきましたので、この点について

は、また廿日市市役所の方でも十分ご検討いただくということが必要かなと思ってお

りますので、よろしくお願いいたします。

・他にいかがでしょうか。それでは塚田委員、お願いいたします。

塚田委員

・質問なのですが、未来物流産業団地について事業者へのアンケートとあるのですが、

ここへの出店意向というか、そういった企業の条件などが既に決められているので

しょうか。例えば廿日市市内に本社があるところが優先になるとか。

事務局：産業振興課長

・今の段階で具体的な要件は決めておりません。まずは、いろいろな事業者さんの要望

とか、そういったものを受けて進む段階でございます。これからです。

上水流会長

・塚田委員、そういうことで何かそれに関してご希望があるということではなくてよろ

しいですか。

塚田委員

・はい、分かりました。問い合わせが結構あったりもしますので、なるほど分かりまし

た。ありがとうございます。

上水流会長

・それでは戦略 6について、よろしいでしょうか。以上にしたいと思います。
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戦略７

上水流会長

・続きまして戦略の 7ですね。よろしくお願いいたします。

事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・それでは、お手元の資料 13ページを御覧ください。

【戦略 7－戦術 21：廿日市版 DMO・DMCの検討】
・DMOの設立に向け、観光 DMP（デジタルマネジメントプラットフォーム）の構築
に着手しています。今後は、観光 DMP構築に加え、DMO設立に向けた機能・役割
の再整理を行い、年度内に一定の方向性を提示します。

【戦略 7－戦術 22：創業支援プラットフォーム機能の発揮】
・「新型コロナウイルス感染症対策産業振興実行委員会」については、コロナが落ち着

いても、この枠組みを生かし、オールはつかいちで市の産業振興に取り組む方向で、

検討を進めています。今後、実行委員会での検討事項となりますが、令和 6年度から
新たな名称・目的で委員会を継続していく方向でございます。

上水流会長

・ありがとうございました。それでは戦略 7についてご質問、ご意見がありましたら、
ぜひお願いいたします。いかがでしょうか。

・この件に関しましては、2022年度の課題・困りごととして書いてありまして、商工
会議所、商工会、観光協会からご意見が出ております。最初の部分で DMOと既存の
観光協会が重複しないよう、すみ分けをしてほしいということで、DMOと観光協会
の違いが分かりにくいというご意見も頂戴しております。この辺りについて、廿日市

商工会議所の澁谷委員の方からお願いいたします。

澁谷委員

・実はこれ、私が言ったんだと思うのですが。DMOのイメージと観光協会のイメージ
が分かりにくいというんですかね。DMOは何をするの？観光協会は何するの？とい
うのが全く分からない。できればそういうのをはっきりした上で前へ進んで頂いた方

がいいかな、というのと、私の DMOに対するイメージは、やはり広い戦略ですよね。
個別の戦略とは少し違うようなイメージで受け取っているので、私の考え方が違うの

かどうか分からないですけれども。そこが少し分かりにくくさせている一つの理由か

な、というような気がいたしております。

上水流会長

・ありがとうございます。着手していくということは、進んでいるということだと思い
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ます。この辺の懸念についてはどういう風にお考えなのか、事務局の方からご説明頂

けますでしょうか。

事務局：観光課観光振興係長

・DMOの設立に向けて準備をしているところで、先ほど最初のご説明で申し上げたと
ころですが、この DMP（データマネジメントプラットフォーム）の構築というとこ
ろで、まずは今までデータに基づいた分析やマーケティング、そういったものができ

ていないことがありましたので、この度 8月に選定委員会で事業者の募集をかけて事
業者と契約締結をして、これからまさに、はつかいち観光協会さんと宮島観光協会さ

んと一緒に、毎月データに基づく分析を通して、これからどういう形で観光戦略を

練っていくか、そういった部分を含めて定例会を開催しようと思っています。

・その中で、やはり先ほど言われていたように、それぞれの組織の役割分担、すみ分け

も共有しながら、改めて現状整理とそのデータに基づく戦略を練るときに、どういう

役割分担でやっていくかというのを、今年度と来年度で整理をしていくように考えて

おります。

澁谷委員

・DMOというのはマクロで、観光協会の仕事というのはミクロの仕事というような感
じ、イメージで捉えていいのでしょうか。質問が難しいでしょうか。

上水流会長

・DMOを作るとおっしゃっているので、作るからやはりそれなりの見通しがないとい
けないと思います。やはり地元観光協会さん等々の疑問については、一定程度答えて

いただくのが妥当かなと思っていますので。

事務局：観光課観光振興係長

・具体的なところが、これからというところがあるのですけれど、今年度特に取り組む

べきところが、まずは宿泊事業者さんからのデータを共有させていただいて、それを

皆さんにも共有してお返しして、今どういう動向になっているか、今後どういう傾向

で（観光客が）来られるかという予測というようなものも、普通に世に出ているオー

プンデータも含めて、大きい日本の動向を含めて、広島県、廿日市市がどういう動向

になっているか、そういったところも共有していく中で、本当に大きい視点で今後の

戦略というのを一緒に考えていく、そのようなやり方で今考えております。

上水流会長

・ありがとうございます。DMOを作ったら観光協会はそのまま解体して、というパ
ターンもある中で、ここは残していくというお話だと思っております。その辺につい

ては今後整理されていくということですので、いろいろ疑問や考えているところがあ

ると思います。この点、もし川原委員に何かご助言があれば、一言頂戴できればと思
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いますが、いかがでしょうか。

川原委員

・DMOの話が出ましたので、まず皆さんがイメージされる広島の観光、いわゆる廿日
市市の観光が日本全体でどのように位置付けられていくかということですけれども、

観光スポットが魅力的な都道府県ランキングというのがございます。広島県はベスト

10には入っておりません。16位です。それからインバウンドに人気のある都道府県
ランキングというのがございます。1位は東京ですけれども、だいたいここで 1,410
万人がインバウンドとなっています。広島はベスト 10には入っていなくて、第 15位
ということです。中国 5県でこれを見た場合には、広島県は平均の宿泊数が 3.7泊と
いうことで、岡山県が 5.5泊、鳥取が 4.8泊、山口が 4.7泊、島根が 3.4泊というこ
とで、中国 5県の中では下から数えて 2番目ということです。一人当たりの消費額で
見ますと、広島県は 35,785円で岡山は 40,244円ということで、一人当たりの消費額
というのはやはり小さい。延べの宿泊人数については 13万 4,250人ということです。
・先ほど三重県のヴィソンの話がございましたけれども、1泊平均がだいたい 2万 7,700
円です。ただ、土日になりますと 10万円いきます。これを広島に求めるとだいたい
駅前のシェラトンホテルで 2万 7千円ぐらいです。この金額に対して、先ほどの観
光・交流エリアの 15ヘクタールのところの、要はコンセプトをどうするかというと
ころが一番大きな問題になります。先ほど「食」ということがかなり挙げられており

ました。スイーツエリアとか。廿日市市の食材を使うのは多いに結構なのですけれど

も、ヴィソンの場合はシェフの顔ぶれを見てわかるとおり、実はとてもお金がかかっ

ているのです。それをモデルにすることは、私としては正直反対なのです。なぜかと

いうと、スケールが全然違うのです。ですから 3分の 1ぐらいのスケールだからやり
やすい面は十分あります。ただ目玉として、この廿日市市の観光交流エリアのコンセ

プトをどこに持っていくか、というところが一番大きな問題です。なぜかというと、

インバウンドをきちんと受け入れる場合に、どの国の人間をメインにするかというこ

とがあります。

・昨日、私の会社でロータリークラブ 100人を対象に、ホテルグランビアの島田社長に
頼まれて、フードバリアということで、アレルギー、ヴィーガン、ハラル、こういう

人たちが実際どういうような条件で泊まっているかを話しました。お金を本当に使っ

ているのは中国人ではないのです。要は欧米なのです。この方たちは最低でも 10回
以上、同じところに宿泊されるのです。同じ施設に支払う金額はだいたい一人で 240
万円ぐらいです。これをここに持ってこない限りは、広島の市内のホテルとか、宮島

だけのホテルにお金を落とす、ということは無理なんですよ。宮島のホテルに加えて

観光交流エリアでお金をちゃんと落としてもらう、その仕組みをいかに作るかという

ところが一番大きな問題なのです。だからこのヴィソンのシェフたちが、本当に金が

かかった、デモンストレーションをやるような男たちばかりなんですよ。もちろん彼

らを広島に呼ぶのもほとんど不可能なんですよ。そんなお金があったら他に投資した

方がいいのです。もっとそういう人間がたくさんいますのでね。例えば、山陽とか山
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陰を走る寝台特急「瑞風」のシェフは、それ以上のネームバリューを皆さん持ってい

ますよ。グレードの高い人いっぱいいるのです。そういう人たちに、参画していただ

かなくても意見を言ってもらうとか、そういうことが十分可能です。

・私も少し意見を言いたいと思ったのが、アレルギーとかヴィーガン、ハラルについて、

皆さんどれくらいご存知か、ということです。ハラルでも、十種類にはなりますよ。

みんな宗教上どうだ、こうだと言っているけれども、そうではないのです。ハラルに

してもいろいろなタイプがあるのです。ですから外国人が来たときに、パッとそのお

店でこれが食べられる、これが食べられない、というのが一目わかるような世界基準

の表示を各ゾーンに貼っておけば、お客さまが自分でわかるんですよ。それを先ほど

言われましたように、宮島なら宮島で全部その表示にすると、外国人もすぐわかるよ

うになるんですよ。そういうサービスをまず先に、観光のインフラも共通認識を持た

れた後に、先ほど言った瀬戸内 DMOの延長で、私はいいと思うのです。
・ただここでやる DMOの作り方を観光協会と、どうセパレートしてやるか。瀬戸内

DMOには私も関係していますので、参画される企業は、実際お金だけ取って何して
るのかというところがありますが、ただ彼らはやはりターゲットがヨーロッパです。

いわゆるターゲットをはっきりしないといけない。おそらくここの観光交流エリアで

どういう人を呼びますか、と言った時に、中国人・韓国人ではなくて、圧倒的に欧米

です。目標の図を見ますと、モン・サン＝ミシェルと協定を結んでいるということも

書いてある。これを呼ばない限り、成功はしないです。

上水流会長

・ご助言をいただいたと思います。先ほどの一つ前のご意見に関わる部分も多かったと

思いますし、いずれにしても DMOと観光協会、あとは観光課でしょうか。DMPを
持つことについて、それを観光課で持ってもいいんじゃないかと思ったりもしたので、

観光課、DMO、それから各観光協会と、どういうすみ分けをするのかということを、
また改めてご検討いただければと思います。

・戦略 7について、何かございますでしょうか。ありがとうございました。

戦略５

上水流会長

・それでは続いて、戦略 5についてお願いいたします。

事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・それでは、お手元の資料 11ページを御覧ください。

【戦略 5－戦術 17：大学の知財や金融機関ネットワーク、デジタル技術をつなぐ場づく
り】
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・広島県の水産業スマート化推進事業として、地御前海域での ICT分析およびデータ
収集・蓄積を進めています。また、全国初となるカキ幼生検出アプリの開発・導入を

検討しています。

・凸版印刷 ICT KŌBŌ MIYAJIMAと広島西部木材振興協同組合と連携し、デジタル
技術の活用について協議を行っております。

【戦略 5－戦術 18：EC市場・首都圏・海外の販路拡大】
・宮島町商工会では、工芸品の販路開拓支援として中川政七商店の支援を受け、工芸品

製造の４者と商品開発・ブランド開発を実施しています。

・宮島観光協会では、オンラインショップ「はい、宮島です。」の英語サイトを 5月 1
日に開設し、海外発送にも対応しています。

・国の補助事業を活用し、ジャパニーズウィスキーの生産ラインの整備に対する支援を

し、7月に事業が完了しております。

【戦略 5－戦術 19：ウィズ・アフターコロナの需要を捉えた事業再構築・新商品・サー
ビスの開発支援、事業継続力の強化】

・廿日市商工会議所では、地元菓子業者 6社による「イノベーション研究会」を立ち上
げ、モニタリング調査などによる商品開発支援を展開しました。

・大野町商工会では、国の持続化補助金を活用し、10件の申請を行うとともに、6者連
携による連携型事業継続力強化計画を申請しております。

・新型コロナ対策実行委員会では、国の補助制度の申請支援を行う国の制度活用サポー

ト補助金の募集を 4月から開始し、上期で 9件の申請がありました。また、7月から
生産性向上及び労働能率の増進にかかる取組に対する補助制度を創設し、予算額に近

い採択で終了の見込みです。2者以上の事業者が連携して行う連携補助金を新たに創
設し、5者から応募があり 3者採択しています。

上水流会長

・はい、ありがとうございました。それでは戦略 5に関しまして、委員の皆様からご意
見ご質問等いかがでしょうか。

・私の方から、2022年度の記述を見ながらのご質問になっていくのですけれど、例え
ば戦術 17のところで宮島工業高校の工作機械とのマッチングというお話、それから
戦術 18のところでEコマース等のセミナーは市内ではあまり開催されていないとい
うようなお話も出ているのですが、この辺についてはマッチングや Eコマース等の
セミナーというのはどういう状況にありますでしょうか。

澁谷委員

・廿日市商工会議所がやっているということなのですけれども、具体的なところまで、

まだ私は進んでいるという認識していないです。ただ、宮島工業高校さんとは接点を

持って常に話をさせていただいています。これは工作機械とは違うのですが、宮島工
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業高校さんが地元の昔話の本を作られていて、この 2年間くらい協力させていただい
ています。この機械については、まだ認識がありません。

上水流会長

・はい、わかりました。ありがとうございます。接点はあるということですね。今後も

そういう方面で何らかの連携ということで、よろしくお願いします。

・Eコマースのセミナー自体はいかがでしょうか。各商工会、また観光協会等で、とい
うことになるのかなと思うのですが、もしその辺でもう少しあったらいいな、という

ような実感とかございますでしょうか。例えば、はつかいち観光協会で Eコマース
のセミナーなどについてはいかがでしょうか。

塩田委員

・いや、まったくそれは、はつかいち観光協会としてはしていません。

上水流会長

・ニーズみたいなものはあるというふうに思われますか。

塩田会長

・あるんでしょうね。

・商工会議所さんと同じで、宮島工業高校などは、はつかいち観光協会もかなりお付き

合いをしていまして、校長先生からもいろいろなお願いをされるのですけれど、ほと

んどお金の要ることばかりなので、なかなか全部付き合いができませんが。本の発行

とか、大野に伝わる昔話を絵本にしたり、面白いなと思うので。私どもも宮島口のは

つこいマーケットを一部預かっておりますが、そこでやる毎月のマルシェでも、宮島

工業高校の生徒たちが作った工芸品を 100円とか 500円とかで販売したりですね。
先生も参加して、いいことだと思うんですね。

上水流会長

・分かりました。ありがとうございます。

澁谷委員

・映画のタイトルを忘れたのですが、宮島のお砂焼きが題材になった映画が今やってい

るんですね。

上水流会長

・「ミステリーと言う勿れ」ですね。

澁谷委員

・そうです。実は私知らなかったのですけども、お茶の会のときに「こういう映画があ
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るのをご存知ですか」と言われて、知らなかったんですね。そういうものをもっともっ

とアピールするようにすれば、工芸品のお砂焼きであるとか宮島彫りであるとか、そ

ういうのがもっともっとアピールできる。せっかくいい映画でアピールされるのだか

ら、もっとそれを使えればいいなという気がしました。

上水流会長

・そうですね。出ていましたね。

・Eコマースのセミナーというのは、今、市の方ではどのようになっていますか。

事務局：産業振興課長

・Ｅコマース、海外展開ということが出ておりますが、それに特化したセミナーはここ

数年、市ではやっていませんけれども、個別の話として海外展開の相談を受けた事例

はあります。これに関しては JETRO（日本貿易振興機構）が海外展開に向けた支援
をかなり重点的にやっていらっしゃるということで、ご紹介しました。もしそういう

お話があれば、私どもに言っていただければおつなぎすることが可能です。

上水流会長

・はい、ありがとうございます。海外展開等ということが出たのですが、高橋委員から、

何か国としてこの海外展開ということでご意見いかがでしょうか。

高橋委員

・現在、私どもも含めまして輸出のプログラム等で色々展開しているところもございま

すので、その辺りを踏まえて関係機関ともいろいろ連携しながらご支援できたらと考

えております。

上水流会長

・また情報提供についても、引き続きお願いしたいと思います。

・同じく広島県も海外展開というのを考えてられていると思うのですが、空田委員から

もよろしければお願いします。

空田委員

・資料にひろしま産業振興機構がでてきますけれども、販路開拓支援をやっています。

輸出に特化したというわけではないですけれども、幅広くチーム型支援というような

ものを用意していますし、課題に応じた伴走型支援という仕組みもあります。廿日市

市さんでもよく利用していただいていると聞いているので、一緒にやりたいと思いま

す。

上水流会長

・はい、ありがとうございました。戦略 5に関しまして、他にございますでしょうか。
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川原委員

・ジャパニーズウィスキーの生産ラインの整備に対する支援を実施とあるのですが、

ウィスキーの存在ですけれど、特に日本酒が海外で世界的なブームになった一つには、

コーシャの認証（ユダヤ教の食品認証）があります。皆さんは、獺祭がアメリカに工

場を建てて今もう生産をしているということはご存知でしょうか。コーシャというユ

ダヤ教の宗教、ここが一番根っこなんですよ。このコーシャの認証を取ると全世界で

清酒が造れるのです。ハサップとは食品衛生の工程だけですので、お酒、例えば酒造

メーカーもございますし、先ほどの観光交流エリアに、醸造エリアというのがござい

ましたね。ここでお酒を実際に造ってもらったり、飲んでもらったりするときに、特

にこのユダヤ教のコーシャの認証を取っていれば、もう全世界でできるのですよ。宗

教に関係なく、一番豊かで金持ちが OKすれば全世界のお酒が集まりますし、コー
シャの認証を取っていれば、この人たちに日本に来てもらえるようになる。獺祭は、

世界に通用する認証を取っていたから、世界であれだけ清酒を広められたのです。

上水流会長

・コーシャ認証という新しい情報提供をありがとうございます。今、いいご助言をいた

だいたと思います。

・戦略 5については、よろしいでしょうか。ありがとうございます。

戦略２

上水流会長

・それでは、戦略 2をよろしくお願いします。

事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・それでは、お手元の資料 4ページを御覧ください。

【戦略 2－戦術 6：農業の多様な担い手の育成と経営力の強化】
・認定農業者や新規就労者への技術支援を行っております。また、将来的な地産地消の

担い手確保を目的に、農業指導員と JA職員による小学生への水稲講習を行いました。
ICT実証実験として雑草抑制ロボットを導入しております。また、認定新規農業者の
育成、確保を図るため、農業次世代人材投資資金交付金を公募しております。

・JAひろしまでは、栽培講習、家庭菜園講習会、農業塾などをつうじて、農業技術の
指導、産直市場への出荷を働きかけています。よりん菜では、コロナで自粛していた

集約イベントを再開しています。また、フードロス対策として社会福祉協議会と協定

を結び、こども食堂への食材の無償提供を行っています。

【戦略 2－戦術 7：水産業の６次産業化の推進と環境の保全】
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・廃筏の処理について、処理業者及び漁協と協議し、受入れ条件などを整理するととも

に、一般廃棄物処理業の限定許可取得に向け、庁内と協議しています。牡蠣がら堆積

場の防臭として、散水ポンプを設置したことで、市民からの苦情が解消されています。

・大野町漁協において、廃フロートの粉砕式減容機が導入され、試験運用が開始されて

います。廃筏の活用として、大野町漁協と業者が連携し、チップ化試験が計画されて

います。

・大野あさりの生産技術向上に取り組む研究会が、海洋立国推進功労者内閣総理大臣表

彰を受けられております。

・内水面漁業について、令和 2年度から 4年度にかけて実施した漁場環境等調査の結果
を受け、今年度は、適地放流効果の検証実験を実施しています。

・宮島町商工会では、あじわう宮島という商品を造成し、三越やマツダスタジアムのイ

ベントに出店し、PR活動を行っています。
・佐伯商工会では、やまざとマルシェで吉和産イワナの揚げ物を提供するなど、PRに
取り組んでいます。

【戦略 2－戦術 8 食の現場ツーリズムの立ち上げ】

・廿日市商工会議所では、市内の飲食店の紹介動画「まんぷく倉ちゃん」の動画再生数

の向上を図るため、広島ドラゴンフライズとのコラボ動画を計画中です。

【戦略 2－戦術 9地元農産物と観光等をつなぐ地産地消の仕組み】
・大野あさりは、ADOA大野での販売を行っているが、生産が少し不安定な状況にある
ということです。

・広島フードフェスティバルに廿日市ブースを出店し、地元事業者 6者が出店見込みで
す。

・市内産のホウレンソウなどを広島工業大学の学食で利用いただきました。

・JAひろしまでは、佐伯産なすの規格外品を年間 6トン納入し、惣菜としてフレスタ
で販売されており、定着しつつあります。よりん菜では 10店程度の飲食店が店舗で
直接購入されるなど、よりん菜でのホテル、飲食店等の弁当販売は増加傾向にありま

す。

・大野町商工会では、まちの駅 ADOAで、引き続き地場産品を優先的に販売されてお
ります。

上水流委員

・ありがとうございました。それでは戦略 2に関しまして、皆様からご意見等を頂戴し
たいと思いますが、いかがでしょうか。

・西本委員、今ご説明いただいたことに何か追加なり、またはご質問やご意見・要望が

ありましたらお願いしたいのですが、いかがでしょうか。

西本委員



18

・当管内は女性の野球とドラゴンフライズ、そしてカープというプロスポーツがあるの

ですが、その中で佐伯の方で、女性のプロ野球チームのイチゴのハウスが建ったので

はないでしょうか。玖島の方で、多分、企業を通して昨年から。今年の冬がスタート

で今から作っていくのではないかと思っています。もうハウスは建っています。それ

らがどういう風に今後なるのかなと。多分、土地の方は行政から斡旋されたのではな

いかと思います。

上水流会長

・何かその辺り、ご存知のことがあればお願いいたします。

事務局：農林水産課長

・今、西本委員が言われた部分ですね。はつかいちサンブレイズの女子野球のことでご

ざいますが、確かに玖島の正之原の休耕田を使って、マッチングとしてイチゴをやっ

ていきたいという希望もありまして、農地を借りてビニールハウスを設置して栽培を

行っています。これにつきましては拡大の方も計画をされている、という状況を聞い

ております。今後、野球だけでは、なかなか収益はないということですので、こういっ

た農業の部分で少しでも就労の部分を含めた形で活動をしていきたいという風に聞

いております。

西本委員

・イチゴについて（JAひろしまと）コラボして市場でもどうかな、という考えもあり
ます。

・それからドラゴンフライズを佐伯に練習場を作っています。そこで選手が一番困って

いるのが食事だったと思うのです。食事の場がどうにかならないかということだった

のが、それから話がないのですが。今はコンビニエンスストアで弁当を買って食べて

いるという状況だそうです。夏場に練習をするということで、そこには食堂はないら

しいので、夏場だけでも商工会さんとお話をして地元の食材を利用した提供ができれ

ばと思います。まだまだバスケットは今から伸びていくと思いますので、そういう面

では食事面も対応してもらえればいいのではないかな、と思います。

上水流会長

・ありがとうございます。今のお話について市役所の方から、何かお話できるようなこ

とがございますか。特になければよろしいですが。

川原委員

・米粉の提供はできないのですか。先ほど言いましたように、このエリアでヴィーガン、

ハラル、アレルギーの人たちを受け入れるには米粉は絶対必要なのです。昨日はそう

だったのですが、JAしまねから契約を持ちかけられました。実はそういう形で島根
県でもインバウンドを受け入れたいということで、米粉を提供するという形だったの
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ですけれども。

西本委員

・今からのお話になるとは思うのですが、JAひろしまは、今回 9つの JAが一緒にな
りましたので、20万袋以上の米の収穫をしております。こういう考えをすれば、全
農を通してそういう製造の方法があれば多分対応はできると思いますので、ぜひやっ

てもらいたいことではあります。

上水流会長

・最近グルテンフリーも広がってきていて、そうすると、米粉というのは非常に活用が

見込めます。

西本委員

・米の品種もたくさん植えていますので。

上水流会長

・市役所の方からはよろしいですか。

事務局：農林水産課長

・いろいろな食材を提供していくということが必要な部分だと思います。これはドラゴ

ンフライズだけというわけではなくて、よりん菜など産直市の部分に向けても供給を

安定させていかなければいけないと思っております。それらの供給を安定させていく

中で、こういったドラゴンフライズにも地元産材を使っていただくような形というも

のは、少し考えていきたいという風に思っております。

上水流会長

・はい、ありがとうございます。ぜひ、ドラゴンフライズの方がおいしいご飯を食べら

れるように、ということを考えていただければと思います。ありがとうございました。

・1点だけすみません、私から。この戦術 6の中でスマート農業ということで、2022年
度に地域の方で ICTを用いてモニタリングなどをされているのですけれど、これは
2022年度に実施したことが継続的に行われているという理解でよろしいでしょう
か。やはりこの中で大きいのは DXを進めていくという方向があって、2022年度は
具体的な取り組みの中で書いてあるのですが、今年度はあまり DXのことは書かれて
いないのかなと思いながら見ていたのですが。

事務局：農林水産課長

・継続的に行っておりますので、基本的に 2023年度も行っております。ただずっと続
けるというわけではなく、あくまで検証になりますので、一つのところで数年やって

検証が終われば、また次のことをやっていくという形をとっております。今のところ
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は土壌の温度などを調べて、ほうれん草の生産サイクルをもう少し増やしていくこと

ができるのではないか、そのためのデータ収集を行っていきたいと思います。

上水流会長

・わかりました。ありがとうございます。今年度の課題のところにも、ICTを活用した
スマート農業というお話がありましたので、また今年度末に状況についてお聞かせい

ただければと思います。

・それでは、戦略 2に関しましてはよろしいでしょうか。ありがとうございます。

戦略３

上水流会長

・それでは、戦略 3をお願いいたします。

事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・お手元の資料 7ページを御覧ください。

【戦略 3－戦術 10：木のまちはつかいちを牽引する企業・挑戦するグループ等の集中支
援】

・伝統的工芸品である宮島彫の後継者育成事業では、令和 5年度から新たに 6名の受講
者が増え、現在 9名で実施しています。また、今年度の伝統工芸士の資格試験を、宮
島彫で 3名、宮島ろくろで 1名が受検される予定となっております。
・令和 5年度の新規事業として、市産材及び伝統工芸の PRとして、市産材のひのきを
材料に、市内の木工事業者で成形し、宮島彫で仕上げる写真立てをつくり、乳幼児の

10ヶ月検診の際に贈呈しています。
・木材利用センター・はつかいち観光協会、広島西部木材振興協同組合と連携し、きこ

りの体験から木工製作までを行う、木のたびツアーを実施しました。定員 10組 20名
に対し、35組の応募があり、またアンケート結果でもほぼ全ての人が満足されてい
ました。来年度も実施する方向で検討します。

・第 10回けん玉ワールドカップが開催され、17の国と地域から過去最高の 859人の
選手が参加されました。また、2種目でギネス新記録が当日誕生しております。
・受け継がれてきた宮島の歴新・文化の魅力を幅広く発信し、次世代に継承するため、

宮島伝統産業会館と宮島歴史民俗資料館の機能を併せ持つ複合施設整備の基本計画

が完成しました。令和 9年度の開館を目途に整備を進めていきます。

【戦略 3－戦術 11：産官連携による市食材活用の仕組みの構築、事業化】
・佐伯吉和地域の市有林の調査を実施し、業者選定や業者と Jクレジットへの取組に繋
がる調査内容か検証を行っております。林業振興ビジョン策定のための協議会設立に

向け、構成団体との協議を進めております。
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上水流会長

・それでは、戦略 3に関しまして、委員の皆様からご質問、ご意見を頂戴できればと思
いますが、いかがでしょうか。

・私の方で気になったところなのですけれど、これも課題の方からなのですが。2022
年の課題で、廿日市商工会議所から出していただいているのが、市内先進企業はカー

ボンニュートラル「30年でゼロ」を掲げ、価格は高いが地元材で勝負しているが、市
内木材の入手が困難（流通がマッチしていない）というような課題が挙げられていま

すが、これについては何か展開といいますか、状況の改善がございましたか。

澁谷委員

・聞いてないです。申し訳ないです。

上水流会長

・何か市役所の方で、この辺についてご存じのことがあればお願いいたします。

事務局：農林水産課長

・確かに人工林の杉、ひのきの流通というのは、基本的には市外の市場でセリなどにか

けられて、それが卸業者などに購入されて、基本的にトレーサビリティはきちんとあ

るのですが、それが廿日市市の中にまた戻ってきて使われるというのは、やはりなか

なか難しい状況というものがございます。そのために廿日市市の中で少しでも完結で

きるようなというものを構築していきたい、これがこの戦略の中にある木のたびネッ

トワークの部分でございます。市の山から切り出された木材が、木材港に昔からある

木材団地、木材関連産業で使われるような状況に持っていくためには、昔あった製材

や乾燥という工程が今はないので、これをもう一度復活させるような形ができる企業

と連携を図りながら、市産材を生かしていくことを今目指しているという状況でござ

います。

上水流会長

・はい、ありがとうございます。今のご説明について澁谷委員から何かありましたら。

澁谷委員

・廿日市は基本的に木のまちだったのです。やはり海外産の安い材木が入ってきて、廿

日市が衰退しているというようなイメージをもっている。材木屋さん、たくさんい

らっしゃるので、本当に先ほど言われたように上手い具合に回らないかなと思います。

御覧になるとわかりますが、貯木場がありますが（木材はなく）ただの海です。もっ

たいないと本当に思います。あとはコストとのバランスになるのかなという気がしま

す。せっかくこれだけ廿日市には木工もあるし、いろんなことができるのに、もしか

したら「廿日市の木を使ってやってますよ」と言えていないかもしれないですね。



22

上水流会長

・なるほど、ありがとうございます。その辺の共有と、どうしてもカーボンニュートラ

ルというのは今後の課題となっていきますので、そういう意味でも今ご提案いただい

た問題は大事かなと思っております。これを合わせて、今後の課題ということで、よ

ろしくお願いいたします。

・他にいかがでしょうか、戦略 3に関しまして、ご意見よろしいでしょうか。

戦略４

上水流会長

・それでは最後に、戦略 4についてのご説明をお願いいたします。

事務局：産業振興課産業企画係長より資料説明

・それでは、お手元の資料 8ページを御覧ください。

【戦略 4－戦術 12：レスポンシブルツーリズムの推進】
・宮島町商工会と市が連携し、宮島のゴミの実態把握を目的とした実証実験を行い、ご

みの量や種類、ゴミ箱設置の効果などを検証しております。G7広島サミット前には、
NPO宮島ネットワークを始め、各種団体が清掃活動を実施されました。
・宮島町商工会では、青年部が中心となって SDGsに取り組む店舗を掲載したマップを
製作し、今後 PR活動に活用予定です。
・宮島観光協会では、清掃活動イベントを行い、71人が参加されております。
・探求型の教育旅行に向けたコンテンツ造成として、教育コンサルタントの助言等を得

ながら営業活動を行うとともに、廿遊会や森の遊び場協議会と情報共有・意見交換を

行いました。

【戦略 4－戦術 13：ストレスフリーな観光地づくり】
・宮島町商工会では、観光 DX補助金の活用に向け、キャッシュレス化推進セミナーを
実施し、10社が参加し、うち 4社が導入意向を持たれています。
・また、宮島観光協会・NTT・中江町が連携し、観光データ分析の活用プロジェクトに
取り組んでいます。観光課では、観光 DXに向け、観光 DMP構築業務に着手してい
ます。宮島観光協会では、市と連携し、混雑情報やトイレの空き状況をWEB上で公
開できるよう進めています。はつかいち観光協会では、はつこいマーケット内の AR
カメラによる収集データの活用策を検討中です。

【戦略 4－戦術 14：観光まちづくりのマーケティング・マネジメントの強化】
・宮浜アドベンチャーズ協議会によるマリンスポーツコンテンツ造成などの取組を支
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援しています。

・佐伯商工会では、はつかいち森の遊び場協議会で、市内の教育関係者に事業の説明を

行っています。受入れについては、学校だけでなくスポーツ団体等の受入れなども行

い、着実に受入れ実績が増えています。

【戦略 4－戦術 15：インバウンド観光の復活・市内の回遊促進】
・観光庁の高付加価値事業を進めており、宮島町商工会では 45事業者が、大野町商工
会では 6事業者が交付決定を受け、事業を遂行しています。
・G7広島サミット前後の誘客促進の取組として、4月 28日から千年先もいつくしむプ
ロジェクトを始動するとともに、4月 24日から 5月 28日まで開催したサミット展で
は、6,376人が参加しています。G7広島サミットの回想展は 9月 22日から開催して
います。

・廿日市商工会議所では、インバウンド受入れ環境整備の充実を図るため、セミナーを

開催し 59人の参加がありました。また、インバウンドをターゲットとした観光案内
として、タブロイド紙「HEAR」を発行しています。
・宮島観光協会では、外国人観光客から要望に応えるため、おもてなし案内所 1階に外
貨両替機を 8月 24日から設置しています。

【戦略 4－戦術 16：新たなにぎわいかける地元事業者による稼ぐ仕組み】
・佐伯総合スポーツ公園において、マルシェを 3回、キッチンカーを 23回、スタンプ
ラリーを 2回実施しています。
・はつかいち観光協会が行ったイベントの実績ですが、廿日の市では 1回あたりの買い
上げ客数が 300人から 450人、はつこいマーケットでは、買い上げ構成比が来島者
数の 4％、はつこいマルシェでは 1回あたりの買い上げ客数が 350人から 400人で
した。

・大野町商工会では、まちの駅 ADOA大野の 1周年記念イベントの開催を始め、お化
け屋敷、子ども縁日、ときめきフェスティバルなどのイベントを実施しました。

・佐伯商工会では、吉和地域を盛り上げるため、地元事業所の有志による農援隊が積極

手に活動を展開しています。

上水流会長

・戦略 4に関しまして、ご説明ありがとうございます。それでは戦略 4に関しまして、
ご質問、ご意見等ございましたらいかがでしょうか。

・先ほどから観光に関しまして非常に有益なご助言をいただいているのですが、川原委

員からここの部分で何かご意見がありましたら、最初にお願いできればと思いますが。

川原委員

・前回もお話ししたかと思いますが、修道大学の学生が吉和に外国人を誘致したいとい

うことで、たまたま昨年は吉和のもみのき森林公園でかなり雪が降りました。台湾の
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お客さんは雪を見たことがないので、必ず北海道に行くというのはよくある話ですね。

今日本に団体旅行で来ている中国のインバウンドは、やはり北海道で海鮮を食べたい

という人たちが半分以上いる。ただ、中国は日本の福島の海水のことで、日本の魚介

類は輸入禁止になっているのですが、日本に来ている中国のインバウンドの人たちは、

そう言いながらも魚介類を食べている、と非常におかしな現象があるのですが。

・私は昨年、宮島に行く前に佐伯国際アーチェリー、もみのき森林公園のところのジャ

ングルジムか何かを体験していただいて、宮浜温泉に泊まっていただいて、帰りに宮

島に寄って、それから宮島口から広島に行っていただくというコースにした。今のイ

ンバウンドの方たちというのは平和公園に行くと、そこからフェリーに乗って宮島を

散策して、そこで帰ってしまうので 3時間で終わってしまう。ここを何とか崩したい
というのは私も考えました。吉和でも昨年は雪が降ってくれた。台湾の人たちにも吉

和の観光資源、吉和でも雪が降るということを認知していただければ、雪を大好きな

台湾の人たちにアピールしていけるのではないかと思っています。

上水流会長

・ありがとうございます。雪については、そうですね。私も台湾を研究していますので。

この部分に関しまして、他に委員の方から何かございますか。

武田委員

・吉和の魅惑の里に、サクラオ（中国醸造）のウィスキーの醸造所ができると伺ってい

ます。施設を整備されるかどうか分かりませんけれど、その中で吉和の活性化にもな

るし、若い人が企業を立ち上げてそれに協力するという話も聞いておりますので、頑

張っていただければいいかなと思っております。

上水流会長

・そうですね。サクラオのところのウィスキー醸造所が出てくるという風に伺っており

ます。ジンは残ると聞いているので、よかったなと思っているのですけれども、個人

的には。先ほど言った佐伯国際アーチェリーランドには、結構外国の方が行かれてい

て弓道などもされているのですよね。非常にスポットになっていると私も伺っており

ますので、外国人にアトラクティブに見えるところがたくさんできるなと思っており

ます。

武田委員

・森のあそび場を巡回、回遊してもらうというのもいいと思う。もみのき森林公園も指

定管理者が変わりますので。

上水流会長

・そうですね。ある意味、廿日市、宮島といった中心部の観光は、むしろオーバーツー

リズムの方が課題になってきているということですので。
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武田委員

・そうですね。昔は、吉和の広兼さんという方が、雪をトラックに積んで宮島の小学校

に運んで、小学生が喜んでくれていたが、最近はお年寄りになってできなくなった。

川原委員

・私は平和学習も悪いとは言わないのですけれど、せっかく宮島に行くのだったら、最

近は若い人たちがサップなどのレジャーなどもやっている。鳥居のところでやってく

れとは言いませんが。ただ、可部島の間のサップとか包ヶ浦でのサップとかをやれば、

修学旅行の体験型コンテンツとしても面白いと思います。

上水流会長

・先ほど教育旅行の中でのツーリズムコンテンツが少し不足しているというのがあり

ましたので、そういうところをお伝えできるかなと思いますし、時々うちの大学の学

長は宮島で椎茸とか菌類を案内するということをやったりしています。一つはオー

バーツーリズムの問題と、それから今出ました吉和とかという廿日市市の中で宮島か

ら遠いところの観光地域をどう考えるかということが課題です。

澁谷委員

・その件で言いますと、やはり知名度だと思うのですね。どう PRするか、そしてそれ
にどうアクセスさせてやるか。そういうのがやはりトータル的にないと、単品であっ

たとしても、なかなか人は呼べない。廿日市市の中をどう周遊できるかですね。周遊

バスもやったんですけど、そこまで PRが不足しているのかなという気がしますけど
ね。

上水流会長

・ありがとうございます。あとは宮島のナイトツーリズムというか、いろいろな地域が

ナイトツーリズムを広げてきていて、夜楽しめることが宿泊につながるという話に

なっていて、境港なども積極的に進めています。そういうこともあるのかなと思いま

す。

・今のことに関しまして、市の方から何かございましたらお願いいたします。

事務局：観光課観光振興係長

・最初に川原委員がおっしゃった中でのご紹介ですが、9月 15日にグランドプリンス
ホテル広島で、中四国の自治体と事業者を集めた台湾向けのインバウンドフォーラム

商談会に行ってまいりました。廿日市市と森のあそび場協議会さん、宮浜温泉の管理

組合さん、宮島のヴィーガンやベジタリアンに対応をしている山一別館さんと一緒に

行ってまいりまして、まさに川原委員が言われていたところの説明で、宮島をキーと

しながらも、宮島の山一別館さんでヴィーガンやベジタリアン対応のランチを食べて、
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そのあと宮島の対岸で宮島からもっと近い温泉街である宮浜温泉、さらに山間部でア

クティビティが自然の中で楽しめる中山間地域、さきほど言われたスキーとかもでき

るという、その三つを今回ご紹介しました。佐伯国際アーチェリーランドさんからは、

今回実際にアーチェリーとか和弓も持って行って営業してまいりまして、皆さんそう

いったところに興味を持っていただいたというのがありますので、そういうテーマを

絞った形での PRというのが結構有効なのかな、というのを感じています。今後もそ
ういう形でやっていきたいと考えています。

上水流会長

・はい、ありがとうございます。それと先ほどの DMOを含めて全体的になっていると
いうことですよね。

武田委員

・あと一つ、先月の 9月 24日にグランドプリンスホテル広島で、中四国の商工会青年
部の大会で主張発表がありました。そこで佐伯商工会から出場しまして、耕作放棄地

を使ったひまわり畑づくりの発表をしまして、最優秀賞をもらいました。ひまわり畑

は 2年前くらいからやって、観光でたくさんの人に来てもらいました。今度は 11月
に全国大会がありますので、ご報告しておきます。

上水流会長

・いい報告をありがとうございます。

・この前、私の友人が台湾から 10人くらい来たのですけれど、10人のうち 4人はヴィー
ガンでした。ですので、もうヴィーガン対応ということは、非常に重要なものになっ

てきているのかなと私自身も思っております。

・時間がない中ですが、1点だけ私の方から伺いたかったのが、ワーケーションなので
すが。2023年度は具体的な取り組みはないということで、ワーケーション自体の動
きが一時期落ち着いたので、市としては一段落ということですが、特にこの中でWi-
Fiというのが課題として上がっているのですけれど、Wi-Fiの整備とかいうことは継
続されていくのか、お考えを少しご説明いただければと思います。よろしくお願いし

ます。

事務局：産業部長

・ワーケーションをはじめ、観光や働いてもらうことへのニーズについて、DMOのな
かで考えていって、その先にワーケーションが交流人口を獲得するために必要な施策

ということであれば、進めていきたいと思っております。ちょっと今、ワーケーショ

ンは小休止し、Wi-Fiの整備は、宮島島内など観光客の利便性を高めるべきところは
ほとんど整備をして、山間部はこれからということで考えています。

上水流会長
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・わかりました。ちょっと確認したかっただけです。ありがとうございます。

・他にございますでしょうか。それではこれで終わるのですが、副市長の堀野委員から

お言葉をお願いします。よろしくお願いいたします。

堀野委員

・ありがとうございました。ご意見もたくさんいただきました。この会議の中で商工会

議所、各商工会などでいろいろとたくさんの具体的な取組をしていただいておりまし

て、それぞれをいかに集約して、廿日市市全体の流れにしていくことの大切さを改め

て認識いたしました。

・現在、新機能都市開発事業として、平良丘陵の開発をやっておりますけれども、川原

委員から、漠然と全体として取り組んでいくのではなく、ターゲットを決めていく必

要性もご指摘していただきまして、データに基づいた方向性を共有する必要性を強く

認識いたしました。

・今日はそういう意味で、皆さんの取り組んでいただいていることに元気づけられたこ

とと、それらを集約してこれからどういう方向で皆さんとともに、ただ事業をやるだ

けでなくて、廿日市市をアピールしながら、共有した方向性の中で進めていくか、こ

れからこの場でまた協議させていただきたい、そういう楽しみも出てきましたので、

これからもどうぞよろしくお願いいたします。今日はありがとうございました。

上水流会長

・ありがとうございました。他の委員から何かございますでしょうか。

・それでは本日の議事は終わりにしたいと思います。事務局にマイクの方をお返しいた

します。よろしくお願いいたします。


